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はじめに
現代の人の国際的移動は航空機が中心で，物流の一部も航空機によって行われるようになっ
ている。しかし貿易の大部分は船によって行われている。しかしその船も時代により一般的貨
物船からコンテナ船，自動車専用船などに変わり，しかも年を追うごとに積載量が増し大型化
した。それに伴い，港の規模や施設，立地も変動してきた。このような世界の港の変遷を陣内
秀信は幾つかのタイプに分類した'。まず，都市の内部に小さな川や運河からなる水路のネッ
トワークをもつタイプで，舟運規模の小さい古い時代に生まれたタイプでヴェネツイアがその
代表で，アジアでは蘇州，バンコク，江戸がその例である。次のタイプは，河川に沿って港を
もつ都市で，数は非常に多い。古代に起源をもつ所も少なくない。パリ，ロンドン，ローマが
その例である。古い時代に発達した港の三つめのタイプは，海辺の小さな入り江に発達した港
町で，ジェノバ，ベルケンなどがこの例である。次に近世末から近代に発展した港町として，
湾の中に発展し，海に大きく開くダイナミックな港湾都市というべきもので，ニューヨーク，
シドニー，横浜などがこのタイプである。
中国の場合，長江，黄河，珠江などをはじめとする主要な河川，その支流，運河に多くの内
河港が発達してきた。海に直接面している大きな港は他国以上に少なかった。近代に欧米列強
が開港をせまり開港場となった港湾には，これらの内河港の他に直接海に面した海港が登場し
た。そこに欧米列強の租界が設置され，欧米列強の中国進出侵略の拠点としてのケートウェ
イ港湾として発展した。
このような状況下で，孫文は，中国近代の国土計画として「実業計画』を公表したが，その
なかで海港として重点整備が必要な「北方大港｣，「東方大港｣，「南方大港」をあげた。「北方
大港」は天津から秦皇島にかけての海岸，「東方大港」は上海南の杭州湾海岸，「南方大港」は
広州近くの珠江デルタである。これらの天津，上海，広州は内河港であるが．海洋貿易の隆盛
に対応するため内河港の近くに海港を整備する目的と，従来の内河港に租界が設置され内河港
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貿易が欧米列強に牛耳られていることから租界以外の場所に貿易拠点を整備する目的があった
とされている。これらは，実現しなかったが，現在の中国において進められている海港整備の
原型といってもいいものであった。特に「東方大港」は現在整備が進められている海港として
の上海洋山港につながる構想が内在していた2。
これらの港湾が大きく変化し始めたのは，1970年代の改革開放以降で，海外からの投資や海
外貿易を重視し始めてからである。華南の経済特区を皮切りに，沿海部から外資導入を積極的
に行うようになってから，内河港を中心とした体制では対応できないため，海に面した河口部
に新たに大型砺頭が建設された。更に，９０年代になると，世界貿易のコンテナ化に対応する必
要が出てきた。
近年の高度経済成長に伴い,中国の沿海部の港湾はコンテナ港として急激に台頭してきた｡(表ｌ）
表１．世界の港湾のコンテナ取扱量ランキング
（単位：TEU）
1980年2015年（速報値）
順位港湾名取扱量港湾名取扱量
１ニューヨーク1,947,000上海36,537,000
２ロッテルダム1,900,707シンガポール30,922.300
３香港1,464,961深jjII24,204,000
４神戸1,456,048寧波－舟山20,620,000
５高雄979,015香港20,114,000
６シンガポール917.000釜山19,469,000
７サンフアン851,919広州17,624.000
８ロングビーチ824,900青島17,510,000
９ハンブルグ783,383ドバイ15,592.000
１０オークランド782,175天津１４，１００．０００
１１シアトル781.563ロッテルダム12,235.000
１２アントワープ724,247ポートケラン11,890,000
１３横浜722,025高雄10,264,420
１４ブレーメン702,764アントワープ9,654,000
１５基隆659,645大連9,450.000
１６釜山634,208厘門9,182,800
１７ロサンゼルス632,784タンジユンペレパス９，１２０，０００
１８東京631.505ハンブルグ8,821,481
１９ジェッダ562,792ロサンゼルス8,160,457
２０バルチモア523,460ロングビーチ7.192,066
国土交通省ホームページ「港湾関連データ」httr://wwwmltgojp/statistics/port
経済特区で対外開放を開始したばかりの1980年には20位以内に中国の港湾は１つもコンテナ
港としては入っていないが，2015年には20位以内に10の港湾が入っている。経済開放以後の３０
年余りで如何に急速にコンテナ港湾化が行われたかを示している。その背景には，外資導入に
２武上真理子「｢太平洋の時代」における上海港」森時彦編「長江流域社会の歴史景観」京都大学人文科
学研究所（2013）
210
上海の港湾施設空間の近代と再開発
よる工業化と世界の工場化，さらに輸入代替工業化という工業化の段階的発展，最近までの高
度経済成長とそれに伴う旺盛な資源輸入などがあり，さらに中国国内のみならず東アジアにお
けるハブ港湾の地位を目指す中国の港湾間の激しい競争がある。
コンテナ取扱量の順位からすると，内河港では上海，寧波，広州，天津の順で取扱量は多く，
またその順位でコンテナ港化が進展した。本稿ではその中で，最大のコンテナの取引量を誇る
上海港を取り上げたい。本来は内河港であった上海港は，近年，きわめて短期間に内河港から
河口港，そしてコンテナ港と，港の機能，形態．立地が急激に変化したとみられる。時代的に
近代を含むとすると，租界の存在が港湾の機能，景観，施設の歴史性に大きく関わっている。
近年では，コンテナ船の大型化に伴い，コンテナ港の砺頭は水深15メートルあることが現在，
必要とされている。そのため，コンテナ砺頭を臨海地区のなかでも水深の深い場所に新設しな
ければならない。国内外のコンテナ港の競合．中国経済の動向と関連した大規模投資などコン
テナ港については課題もある。一方では．長く伝統的に港の中心であった内河港地区の機能変
化再開発，産業遺産化景観保存などが課題となっている。ここでは上海内河港にスポット
をあててどのような課題があるのかについてみよう。
1．上海の内河港，河口港，海港の展開
改革開放以後の現代中国において，最も中心的役割を果たしてきた上海港は宋代以降を含め
た長い歴史の中で，港の中心の移動，機能の複雑化と分散に基づき，現在，図ｌにみられるよ
うに内河港，河口港，海港の３タイプの港に分けられる。詳述すると，黄浦江を上流，中流，
下流に分けた３港区からなる内河港，宝山羅浬港区，外高橋港区，崇明港区からなる長江河口
港，杭州湾港区，洋山深水港区からなる海港で構成されている。バース数は1,191ヶ所，岸壁
の長さは123.99キロメートル，主な取扱貨物は，コンテナの他，石炭，石油，鉄鉱石である。
2017年までに洋山深水港区における「洋山深水港第四期工程」を完成させ，上海港全体のコン
テナ取扱量を４千万ＴＥＵへ引き上げ中国最大の港湾にする計画である。旧港である黄浦江の
内河港も，現在，物流，交通，観光に機能しているが，貿易をはじめとする主要な港区は長江
河口港および杭州湾の海港に移っている。以下，これらの港湾，港区の歴史的展開についてみ
たい3･
上海は宋代以降，江南デルタの主要な港として発展し上海県城の東側の黄浦江に面した付近
が舟運の中心となっていた。宋，元の時代には市舶司が置かれ，江南デルタのコメや綿織物の
集散地にもなっていた。
３茅伯科主編「上海港史：古．近代部分」人民交通出版社（1990)．金立成主編「上海港史：現代部分」
人民交通出版社（1986)，上海国際港務集団股扮有限公司ホー ムベー ジhttp://www・portshanghai・
ｃｏｍ.ｃ、
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図１現在の上海港
(上海国際航運中心http://imgO､hc360､ｃｎより作成）
（
１
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アヘン戦争以降は，黄浦江に面した地区に拡大した租界が港の中心となり，新中国後もここ
が内河港として上海港の中心であった。汽船が大型化するにつれ，黄浦江の河口近くの砂州が
航行上の問題となり，河口の呉訟を河口港として整備し上海から鉄道を敷設し呉祇港で貨物の
積替えが一時行われたが，イギリス資本であったことに中国側が反発し鉄道が廃止になり呉柵
港の河口港としての発展は頓挫した。その後，黄浦江の没喋が進展したため，内河港が引き続
き中心となった。
1957年，港貨物取扱量は1649.4万トンに達して，解放前の最高記録を超えた。1966年は
3697.2万トンに達して，はるかに国内の他の港をリードした。中華人民共和国成立後，上海港
はずっと国内最大の港の地位を保ったが，世界での地位はますます下がった。1976年に，年間
の貨物取扱量は5461万トンであった。新中国後も，この頃までは当時の国民経済，対外貿易額
は比較的小さく，上海港は戦前の内河港の範囲で機能していた。
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1973年，周恩来は港湾建設を国家経済建設の重点の一つに取り入れた。現代化の開始の象徴
となったのが，黄浦江河口の呉松の長江上流側に1978年に新日鉄の協力を得て建設が始まった
上海宝山製鉄所である。上海宝山製鉄所は長江に面して建設され原料砺頭，製品礁頭などの砺
頭が建設された。1980年代の現代化の加速にともない，上海港は沿海部と長江流域部との中継
港としての役割を期待された。そのため大型船が多数寄港するようになった。
ここでその障害となったのが，長江河口における砂の堆稲であった。黄浦江にくらべても長
江が運ぶ泥砂量は多く，毎年５億トンもの泥砂が運ばれ，流速が遅くなる河口付近に堆積を続
け，古代に形成された崇明烏のほかに多くの中州，浅瀬が続々と形成されていた。1843年の開
港以来，汽船は満潮を利用して河口付近を航行するのが通例であった。近代において黄浦江は
波喋，航道整備が行われてきたが．長江河口については行われなかった。1960年代以前は航道
の水深は６ｍであったが，次第にi於塞が進み60年代後半になると5.5ｍになり5,000クラスの船
の航行が困難となった。このため上海航路局は1972年から長江河口の航道の渡沸，盤備を本格
化し，現在に至るまで続けられ水深７メートル以上の航道維持に努めている。
航道整備や波淡の本格化した頃．取引量が増大する黄浦江の内河港だけでは対処が困難と
なってきたために新たな港の整備が必要となってきた。これはこの頃，世界の貿易で主流にな
りつつあったコンテナリゼーションに対応する必要が急務となってきたことが大きい。そのた
め新たな港として，長江に面した長江の河口港である羅浬港外高橋や海港である杭州湾岸の
金山職が整備されることとなった。特に，８０年代から本格化する浦東開発区に近い外高橋はコ
ンテナ砺頭として発展していく。
上海港は1970年代にコンテナ貨物輸送が開始された。1973年，上海港は横浜，大阪神戸な
どの港間で５トン１０フィート小型のコンテナ業務を始め，中国では最も早く国際コンテナの取
り扱いを始めた。1978年．オーストラリアとの間にコンテナ航路に開通させた。1980年代後．
黄浦江両岸でコンテナ砺頭を建設し始め，そして古い港区の本格的な改造が始まった。
黄浦江・長江沿いの内河港である従来の上海港は，中国の輸出入量の増加とコンテナ取扱数
の激増により限界に達し，年々大型化するコンテナ船も水深の浅い上海港に入港するのは困難
になりつつあった。1995年には長江沿岸の外高橋地区に水深１０ｍから１１ｍという水深の礁頭
が建設されたが，長江の航路の深さは１０ｍもなく．コンテナ船は満潮時に入港しなければな
らなかった。
世界各地では超大型コンテナ船が入れるようにするため深さ１５ｍの大水深礁頭の建設が進
んでいたが，長江沿岸に展開していた従来の上海港では大水深の礁頭や航路の建設は困難で
あった。そこで国務院は外海の東シナ海に新たな上海港を建設することを決定した。これによ
り，上海市の南沖の杭州湾にある舟山群島峡狐列島の一部である大洋山島と小洋山島を埋め立
て．水深15ｍ以上で世界一の取扱城を誇る最新式の国際ハブ港湾を建設しようというメガプ
ロジェクトがスタートする。洋山深水港の背後の埋立地．および橋で結ばれる浦束新区側には，
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中国初の保税地域である洋山保税港区の設置が認可された。洋山深水港は上海市浦東新区の東
南30kｍ沖合いの杭州湾上燦酒列島の洋山に建設された新しいコンテナ港湾およびコンテナ
ターミナルである。
上海市との間には長さ32.5kｍで世界有数の長さの東海大橋が建設されている。東海大橋の
本土側にあたる浦東新区（2009年まで南匪区）では，埋立地に新都市・臨港新城が建設され，
企業誘致が進んでいる。最終的には50バース，年間2500万ＴＥＵ以上を取り扱うまでに増設す
る構想がある。洋山深水港は５万トン級コンテナ用バースを５ヶ所，７万トン級コンテナ用
バースを２ヶ所及び付属設備を完備し超大型コンテナ船が寄港できるようになったが，一方で
は東シナ海海上に建設されているため冬季には暴風で礁頭や大橋がストップすることもある。
洋山深水港までの東海大橋が32,5km，東海大橋から上海中心部の黄浦江の内河港まで約50km，
計約80km余りの距離がある。この洋山深水港を「上海港」とするには，あまりにも上海都市部
とは隔たっており，実質的には「上海外港」である。黄浦江が主体の内河港から長江河口の河
口港へ，さらに杭州湾の島に位置する海港へと港湾施設空間が拡大してきた歴史は，河口に近
い内河港の近代化の困難さを示している。孫文の「東方大港」でも予測されていたように，上
海港の貿易港としての発展は，杭州湾方面に海港を開かざるを得なかったが，コンテナ対応の
港湾は予測をはるかに越えた深度と広大なバースを必要とし，杭州湾の沈降海域の島にコンテ
ナ港を設置せざるを得なかった。工業港化，コンテナ化にともなう船舶の大型化，積載貨物置
場の広大化などは，港の中心を内河港から河口港，さらに海港へと移してきた。この海港（洋
山深水港）は東アジアだけでなく中国国内のコンテナ港競争に巻き込まれている。図ｌの洋山
深水港の南には水深が20ｍより深い寧波海港（寧波－舟山港）が建設されている。杭州湾の
同じ舟山群島内にあるコンテナ港として両者はライバル関係にあり，長江下流域のコンテナ集
配荷の激しい競争を行っている。表ｌでもわかるように寧波海港は既に香港港を追い越し急成
長している。
このコンテナ港間の競争も興味深いが，ここで扱いたいのが旧港とでもいうべき内河港の問
題である。拡大した港湾施設空間のなかで，本来の市街地と最も密接に関連してきた内河港の
活かし方，再生が，コンテナ港が中心となってきた世界の港湾都市の今後のあり方を示す共通
の課題となっているからである。上海港の場合，内河港は上述のごとく近代の時点で当時の中
国を代表する国際貿易港，工業港であった。改革開放以降．再び国際貿易の中核となってきた
上海港の変化は激しく，そのなかで旧港である黄浦江の内河港の再開発のあり方が課題である。
2．上海の港湾施設空間研究の課題
上述の現在までの上海港の機能別分担による拡散的発展により，旧港である内河港をどのよ
うに活用，再生していくかについては歴史的港湾施設にまず着目する必要がある。この歴史的
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港湾施設の分類に関して日本においては従来，港湾法に基づく方法が中心であったが，歴史的
港湾施設は港町を構成する要素がかなり含まれることから新たな分類法が提言された4.港町の
歴史的港湾施設を「みなと」に関するものと，「まち」に関するものに大別し，「みなと」に関
する港湾施設として，防波堤，航路，泊地，岸壁，桟橋，駅，道路，橋，荷役機械，倉庫，野
積場，荷役会社，望楼，灯台，船舶，造船所，ドック港湾管理施設，台場，軍艦泊地など「ま
ち」に関する港湾施設として，旅客宿泊施設，航海信仰施設，税関．領事館．商社商館，廻船
問屋，シップスランドリー，酒場.遊郭などとするものである。この分類を参考にするにあたっ
て上海については以下のような課題がある。
近代において中国鐙大の国際港湾都市，工業都市であった上海は．近代の貿易商社，銀行．
工場や倉庫，港湾施設が数多く残っていたが，改革開放以降の上海の現代化の中で，再開発の
波がそれらの建築物や港湾施設に押し寄せ，消滅の危機にあった。2005年から上海市は．古い
工場や倉庫の保護だけでなく，新しい創造的な産業，即ちクリエイテイブインダストリーを育
成するための場所，施設に適するように改修，再利用する試みを開始した。
また2002年，上海市は，2010年の上海万博を含む「黄浦江両岸総合開発計画」の実施を公布
し，黄浦江両岸の総合開発を上海市の重大戦略としたことを発表した。この計画は，黄浦江両
岸地区の主な機能を，交通運輸・倉庫砺頭・工場企業主体から．金融貿易・文化観光・エコ型
居住といった現代的サービス・生活機能へ転換しようとするものである。この計画によって，
衰退していた臨水地区を都市の中心の活力ある空間へ改造し，臨水地区の経済・社会・文化を
全面的に再生することが期待された。それに際して，これまでの交通運輸・倉庫砺頭・工場関
連施設，建物などの中から歴史的建造物，施設を選定，保存，活用する動きが盛んとなった。
まずは2010年の上海万博会場の計画範囲の中の工場建築の他，歴史的価値と特色を持つドッ
グや造船台等の構築物も保護と利用の対象とされた。しかし実際には江南造船廠のように中国
近代民族工業の発祥地という歴史的意味を持つ重要な企業についても，相互につながりのない
単体建築を保存したに過ぎず．もともとあった場所の情報や工場地区の記憶をほとんど残すこ
とができなかった。水辺地区では，タワー・クレーン等の極めて特徴的な構築物である港湾施
設が保存されず，造船台などの構築物も，本来の歴史・文化的特色をアピールするような改造
はなされなかった5．
一方，バンドと呼ばれた黄浦江に沿った地区の現在は，近代の銀行，海関，商会．ホテル，
大使館などは歴史的建築物として保存され観光のポイントになっている。前述の「みなとまち」
の港湾施設分類でいえば，上海内河港の場合，「まち」に相当する建物，施設は比較的保存．
活用されているのに対して「みなと」についての建物，施設は充分な保存，活用の対象になっ
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ておらず．再開発の中でかなり失われようとしている。近代上海の都市の形態．建築などにつ
いての調査.研究は「まち」の建物,施設に重点を置いたものが多い。これに対して「みなと」
の建物，施設については調査，究明が不十分であり，このことがこれらの施設が保存されるこ
とが少なく消えてしまう原因の一つになっているのではないかとみられる。また港湾施設はそ
れ自体単体で機能するのではなく，入港から停泊，荷揚げなどに至る各施設が相互に関連する
港湾施設空間として機能，存在したという視点が必要である。そのうえで港湾機能が衰退した
旧港のウォーターフロント，水辺空間の再開発，再生のあり方を検討するという手順が必要で
はないかと考えられる。なお上海の近代を取り上げるに際して重要な「臨水工業」関連施設は
一部を除いて本格的には別の機会に取り上げるとして，本稿では主として「みなと」に属する
港湾施設空間にはどのようなものがあったのか，現在，再開発でどのようになったのかについ
てみていきたい。
3．港湾施設空間の近代
３．１水域施設
３．１．１灯台
アジアにおいて，西洋式灯台が建設され始めたのは19世紀半ばからであった。欧米列強のア
ジア進出植民地支配のための航路,港湾に敷設されていった。中国では1865年に上海の呉椴，
寧波の虎鱒島七里喚，漠門のギア灯台，1867年に煙台の腔胴島1869年に杭州湾の大敗山島
に灯台が点灯した。つづいて1870年代も，杭州湾の花鳥山島，長江河口の余山島を皮切りに，
1872年から1873年には福州付近の島々 ，1875年から1876年には香港にそれぞれ灯台が点灯し
た。いずれも欧米列強にとって中国進出の拠点となる開港場付近である。こうした敷設計画の
背後には，中国における海上貿易の税関収入を管理する海関総税務司でイギリス人のロバー
ト・ハー トがいた６．
なかでも長江河口付近から杭州湾にかけては灯台の敷設が多く，まずは上海，寧波が開港場
として重視されていたことがうかがわれる。ジャンクから大型帆船汽船へと変化し，喫水が
深くなるにつれ，座礁の危険のない安全な航道の確保が重要となってきた。図２を見てもわか
るように7,上述の余山島，花鳥山島大敗山島の各灯台は長江の入口を示す位置にあり，北方，
東方，南方の外洋航路や寧波からの沿海航路の長江への入口を知らせるとともに付近の浅瀬，
島，岩礁の危険‘性を知らせる場所にある。航道の確保のための波喋の必要‘性が長江，黄浦江と
６「工部統計志」灯台之部,工部省（1884)，pp298-331，谷川竜一「灯台から考える海の近代ｊ情報とフィー
ルド科学２．京都大学学術出版会（2016)，ｐ5５
７WhangooConservancyBoard.ＴﾙＥＰＯγl卜q/Sﾙの域αノ（1924）ｐ,4を補正
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図２１９２０年代の長江河口の船路と灯台（注７参照）
もに増していくとともに，灯台だけでは安全な航道を示すことは困難となった。そのため1855
年，長江河口の中で股も大きい浅瀬である銅沙（東沙）の南西縁に灯船が係留され．以後も航
道の主要なところに灯船や浮標が置かれ（図２)，安全な航道確保の努力がなされた。
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３．１．２航道・渡浦局
前述のように長江河1-1から黄浦江河口までの汽船航道の確保，維持は，上海港の近代化発
展にとっては第一の課題であった。図３をみてもわかるように，長江河１１の沖合には30フィー
ト以下の水深の深い場所があるが，その西側の長江河口から黄浦江河口にかけては長江上流か
ら運ばれてきた土砂が堆祇し多くの中州．島浅瀬を形成しておりそれが年々拡大を続けてい
た。したがって汽船が大型化し喫水が深くなるにつれ，航行できる航道は限定されたものに
なっていった。さらに黄浦江河11から上海港までの航道確保も重要課題であった。１９世紀末，
それまでのジャンクや大型帆船から汽船が主体となるにつれ，障害となりがちなのが内河港
の宿命である河床の砂の堆積であり，それらを渡渋する問題が浮上してきた。黄浦江の河1-1付
近に砂が堆祇して形成された''別洲は．上海港への出入船舶にとって極めて大きな障害となって
いた。各国公使付|は清同政府に対応を要請したが，浅瀬や中洲は喫水の深い軍艦の航行を阻む
天然の要審と考える洲玉l政府は職種的な対応をみせなかった。
欧米列強は1901年の辛丑条約により情政府に対して黄浦江の河道波喋を義務付け，1905年波
ＣＨ１ＮＧＰＵ
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識
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図３１９２０年代の長江・黄浦江河口の浅瀬と水深（注７のＰ､2）
218
上海の港湾施設空間の近代と再開発
図４①渡渓以前の黄浦江（1906年）②渡渓後の黄浦江（１９１１年）（注７より作成）
浦工程総局が設立された。渡深の開始により図４をみてもわかるように大型汽船が通れる２４
フィート以上の航路確保が重視された。黄浦江下流の高橋沙付近が最も川砂が堆積しやすい地
帯でジャンクなら航行に支障がなくても汽船の航行には困難が生じやすかった。アストリア水
道を新たに波開し導流堤により黄浦江の流れを円滑にするなど黄浦江で最も浅い水深１ｍ未満
の河道の場所が約６ｍの水深になるなど一定の効果を出した。しかし1910年資金問題で閉鎖さ
れた。辛亥革命後，渡浦工程総局は波黄浦河道局（略称して波浦局）となり黄浦江や長江河口
の淡淡に大きな役割を果たした。この時期は．国内の天津港，青島港，日本の神戸港などの間
で，東アジアのハブ港の地位をめぐる競争が激化しはじめていた。渡浦局での上海港発展に関
する様々な計画案が，孫文の「東方大港」案の着想に多大な影響，刺激を与えたといわれてい
る。波浦局は1926年までに黄浦江を波喋した泥土で浅瀬を埋め立てて島とし周家噛島と命名
し，烏と陸地との間にオランダ人技師デ・レイケにより黄浦江の航道と洪水時のバイパスを兼
ねた運河が掘られた。
３．１．３泊地
上海港の開港と同時に，欧米列強は洋船停泊区を黄浦江に設定した。最初はイギリス領事が
イギリス租界が面する黄浦江に停泊区を設定し，中国船の停泊を禁止した。これは事実上の
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溌羅７
、
図５開港初期の上海港（注８参照）
｢水上租界」であり，中国船は古くからの上海港である十六舗付近にしか停泊できなくなった。
図５は開港後まもない上海図である8°上海県城に隣接してフランス租界，イギリス租界，蘇州
河を挟んでアメリカ租界が成立したばかりの状況を示したこの図は，当時の欧米貿易商が黄浦
江を遡り上海港に着いた状況の認識を描いた図であり西側が上になっている。租界，上海県城，
suburbと記されているその周囲を除いた地域は欧米側にとっては未知の世界であった。租界
の前の黄浦江にはfbreignanchorage，上海県城の前がnativeanchorageと記されており，そ
れぞれ洋船停泊区と中国船停泊区となっている。
この洋船停泊区が以後の租界の規模，区画を決める基礎となった。中国船は洋船停泊区の東
側の浦東側に幅600～800フィートの航道を航行することのみ許可された。洋船停泊区には各国
の軍艦が停泊し，フランス租界，共同租界になる前のイギリス租界，アメリカ租界の前面の停
泊区に他国の船が停泊する場合には，その国の軍艦から停泊許可をもらう必要があった。１８６０
年の第二次アヘン戦争時，これらの軍艦は総数で29隻に達した。このように洋船停泊区は欧米
列強の軍港でもあった（図６)。租界前の上海港の管理権はほぼ欧米，及び日本，ロシアなど
の外国により占拠された。
３．２係留施設
３．２．１桟橋
港湾施設の中でも最も中核的な役割を果たす礁頭，倉庫については「まち」を形成する中核
８Ａ〃Ａ60"ｒＳﾙαﾉ唖α/:ＡＳ”dtzγﾉＧ２４雄60oﾙ.Shanghai,1934より引用
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施設でもあり，第４章で各地区ごとに後述するので，ここでは砺頭の巾で船舶が停油する桟怖
についてみたい。
アヘン戦争後の南京条約により，上海は1843年から中岡対外開放の５個の港の一つに指定さ
れ対外交易港の一つとなり欧米列強は租界を形成した。その後は租界の黄浦江沿岸が岡際鷲易
を中心とした近代港として発股したが，華界の十六舗も近代化が進展した。まずイギリスが道
路砺頭委員会を創立して．専門的に租界内道路砺頭を管理し，資金は租界納税を財源とし．作
業貝は道路砺頭委員会から臨時に募集した。開港後の短い-|-年間にあって，中国の対外貿易の
軍心はこれまでの広州から上海に転移して中国の第１の大港としての発展を開始した。ただし
外岡船舶に有利なルールのもとに，外聞籍港務が任命され港の管理は欧米列強が自ら行った。
以降の上海港の発展は黄浦江沿いに作られた砺頭を'''心に展開した。そしてこれらの砺頭は
租界の拡大と共に設置され，黄浦江東岸の浦東にまで哨設された。1860年代になって黄浦江の
租界に多くの砺頭が増設された。この背蛾には汽船と貿易故の増加がある。それに伴い，これ
までのような江中に船舶を停船させ鮫船に職み粋えて岸壁まで運ぶ方式が極めて非効率になっ
たことにより，直接．桟橋に接岸できるやりﾉﾉに変わった。ただし，まだ黄浦江の淡淡は不|‐
分な段階であったため，岸近くは水深が浅いところが多く江I'1に突き出した浮桟橋がつくられ
た。敢初は木構造の乗降用船の浮桟橋を主とした砺頭が数多く作られた。約１０年後に．鉄製の
浮桟橋が増えてきた。
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このような桟橋の立地，数，規模．用途は，黄浦江の水深と関りがあり，その背後の砺頭施
設の機能，性格に影響を与えている。図７９を見ると1862年頃の黄浦江の水深がわかる。河川
は蛇行する場合，その外側を削り内側に土砂を沖積させる。また河川に流入する支流との合流
付近にも土砂が沖穂する。黄浦江は県城東側の十六舗付近で西側に蛇行し外灘付近から東側に
蛇行しさらに北側に蛇行する。図では十六舗付近と浦東のアメリカ租界対岸の陸家噴付近が浅
くなっている。イギリス租界の外灘からアメリカ租界の提藍橋付近は水深が深い。しかし蘇州
河が流入する付近では蘇州河からの土砂が沖積しており低水面が広がっている。
桟橋はこれらの河川地形水深に対応する形で形成されている。1866年の図８をみると，干
潮時を中心とした低水位時で干潟，砂地を含め船が接岸困難な場所が表示され，桟橋はそこを
越える形で黄浦江中に延ばされその先端部分に浮き桟橋が敷設されている。蘇州河河口付近，
提藍橋東の楊樹浦，浦東の陸家噛付近が特にそうである。これにより水深が深い江岸は客運，
図７上海港（1862）（注９参照）
，ＵＫＨＯ（UnitedKingdomHydrographicOfnce）所蔵の中で利用可能（発行から125年経過したもの）の
1862年，1866年．1889年発行の図を使用。
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図８上海港（1866）
物流の地|Ｘ，水深が浅い江岸は工腸，水道・エネルギー施設などの地区に分化がみられるよう
になった｡
次第に汽船の時代になり水深が問題となり始めた一方で俊喋に関する事業組織が未確立だっ
たこの時期は，水深の浅さにどう対応したか。それは1889年頃の図９でわかる。外灘，提藍橋
の蘇州河河１１付近は江岸を埋立て水深の深い地点に近づくことで汽船に対応した桟橋が敷設で
きるようにした。特に提藍橋地区は江岸の背後に広大な倉庫が増築されていき，海外貿易の中
心となっていった。これにたいして浦東側では黄浦江の川幅をこれ以上は狭めないように埋立
は行われず，結果として陸家l職付近の水深の浅いところは工場地区、その上流と下流の水深の
深いところは砺頭，倉庫地区と分化した。
日清戦争後，上海の汽船航路の拡大と汽船の大型化は，上海港海運地位の進歩と港湾施設の
近代化を促進させ，砺頭の大型化が始まった。この砺頭建設には大型の倉庫や荷役スペースの
増設が伴った。また従来の浮桟橋から鉄筋の固定桟橋に変わった。荷役用の重機が増え始め．
１万トンクラスの汽船の停泊が可能な桟橋が増加した。これらの近代的桟橋の建設．運営には
日本企業が多く関わるようになった。
ここで外灘にあった桟橋をみよう。外灘は水深の問題，金融ビジネス，観光娯楽地区として
”眉
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図９上海港（1889）
の機能の拡大から，国内外の貿易，水運の場所ではなくなったが，租界の他の地区との往来の
船や黄浦江Il･!や他の地区の桟橋に停泊する船舶と往来する駁船が停泊する桟橋が多数あり賑
わっていた。図１０は1920年代後半の外灘であるが，江岸から固定された橋脚が延び，その先に
水位の変動により上下する渡り橋と浮桟橋が繋げられ，小型の汽船やサンパンが多数停泊して
いる。この形の桟補が近代の競浦江で並も多くみられたものである。
３．２．２係船浮筒
第一次大戦後も礁頭建設が続き，民族盗本の工場がl鋤I'したことにより中国系の砺頭が増加
した。さらにこれらのエ場は蘇州iI1沿いに多かったため蘇州河での小規模な砺頭が増えた。ま
た上海市政府は欧米の支配下にある租界の外の黄浦江.ド流の周家勝島近くに虹江砺頭を建設し
た。このような端加をみせたI|'でも，上海港の拡大する貿易:1,(:，船ＩI‘l逓に砺頭の数が追いつけ
なかったため，黄浦江中に係船川の浮筒が多数作られた。これらは黄浦江の泊地により沿海船
用，外洋船用，軍艦用に分けられ，不足する砿頭の桟橋を補う形で停泊地となった。以上の桟
橋，砺頭，浮筒などに停71'Iする船舶の停泊地は停泊区域に分けられ、その区域ごとに停泊でき
る船舶が定められた。
３．３荷捌き施設
３．３．１エプロン
エプロンは江岸から上屋・倉庫までの空間を指し．貨物の仮置き仕分けを行う場であり
224
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図１０１９２７年頃の外灘（共同租界地区）
貨物の搬出入などを行う道路も含まれる。荷役機械が働く場所でもある。外灘では桟橋の後ろ
は本来は公共空間としての緑地であったが，図１０のように交通鎧，荷捌き数の増加に伴いエプ
ロン化し，人力車．自動車，観光客．苦力などの港湾労働者などが溢れかえる混雑した空間と
なった。その後の貿易散の拡大は外灘以外の地区でのエプロンの広大化を促した（図１１)。
日清戦争後はクレーンの導入が始まり，エプロンを軌道を使って移動するものなどが次第に
増加し、荷捌きの効率化が進んだ。
３．３．２上屋・倉庫
開港当初，外灘に並んだ欧米の商会の多くは２階建てで１階が事務所兼倉庫，２階が住居と
なっていた。次第に貨物鐘が増加すると商会の背後に倉庫が建てられた。しかし外灘の江岸近
くは水深が浅く汽船の大型化に対応できなかったこと，外灘の人口・住居密度が高まったこと
により．エプロン，倉庫は広大な用地が確保できる提藍橋や浦東に移った（図１１)。貿易量の
増大した上海は内外の水運の結節点であり貨物の積替え，転運が急期した。そのため貨物の荷
捌き，一時保管をI1的とした_11雌が期えた。しかし長期保符をlI的とした倉ＩｌＩｉとのI又別は外見
上できず礁頭内に上屋・命ﾙliなどの保椅施設の数を増やすことで，一時保袖:，艇期保管に自在
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図１１ジームセン商会の貨物船とエプロン、倉庫（1927）
に対応できるようにするようになった。いずれにしても礁頭の大型化に伴い上屋・倉庫も大規
模化した（図12)。
図１２ジヤーデイン・マセソン商会の倉庫（１９１７）
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３．４船舶関係施設
上海港の発展につれ船舶関係の施設として礁頭だけでなく造船所，ドックも造られた。１８５１
年．上海港に修叩，造船所が５，翌年に’できた。イギリス商が５．アメリカ商がｌであった。
1850年代半ばからこれらの造船所．ドックが提聴怖．浦東に蛸え始めた。
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図１３江南製造局の第二ドック（１９１０）
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世界的にも１９世紀半ば以降は各地に同時に造船業が出現した。当初は小規模で木工修理・建
造が中心であったが，次第に大規模な鉄工修理・建造が増えた。ただこれらの造船所，ドック
が各事業者ごとに無計画に建てられたたため，後に礁頭需要が増加した時に用地が不足した
り，港湾施設の合理的，効率的配置のために障害となることになった。図13は提藍橋にあった
江南製造局が手狭になり高昌廟に移転して建造されたドックの一つである。
１９世紀終わり頃から20世紀初めにかけて１万トン段階バースと大型倉庫が現われた。また浮
きドックに替わりプラットフォーム式砺頭が上海港の主な砺頭形式になった'0。
３．５鉄道関連施設
近代の港湾にとって，後背地との輸送において鉄道，駅は不可欠なものであった。上海港の
初期，まだ波渓が十分に行われていなかった時期には，黄浦江は随所に川砂の堆積のため大型
船の航行が困難な場所が多かったため，黄浦江の河口にあたる呉湘を河口港として整備し，上
海中心部と呉訟港の間に鉄道を敷設し輸送を行うことを欧米の商人たちは清朝政府に要求した
が，拒否されたため，車両通行道路としての建設許可を取り付け，イギリス商人が中心となり
恰和洋行が1876年に呉湘鉄道を開通させた。しかし住民の反対や事故のため，清朝政府が買い
取り，結局1877年，廃線となった。その後，この路線が復活するのは1898年に湛渥鉄道によっ
てであった。その間，黄浦江の波深や大型砺頭の建設により，大型汽船が租界の港湾施設まで
遡航できるようになったため，呉訟港の鉄道との連絡，一体化は進展しなかった。近代上海の
内河港は，鉄道との関係が薄く，エプロンに鉄道線路を引き込み水運と連絡させることがバン
ド周辺では行われず，船舶相互の積替えにより国内，国外の物や人との交流を行ったという意
味で，発達した水上交通に依存した港湾であった。
このようななかでも，1920年代後半，大上海計画のもとで，呉訟港の大型化，商港化，鉄道
輸送との連絡化が計画された。欧米に主権を握られている租界の内河港ではなく，租界外に中
国主権の下での新たな上海港を造ることが計画された。しかし経費の莫大さと，日中戦争の開
始のため計画は挫折した。
4．砺頭と街区の近代と再開発
以上，近代の上海の港湾施設の概要をみてきたが，ここで水深と砺頭，街区との関係をみよ
う。図１４は1920年代の上海港であるがu，黄浦江の最も深い水深を示す濃い濃度の部分は３６
フィート以上であり，南東から流れてきた黄浦江が北東へ大きく蛇行する付近である。提藍橋
地区の江岸が水深が最も深く，外国航路の大型汽船が固定桟橋に直接接岸でき，貿易・出入国
'0前掲注３茅伯科文献ｐｐｌ７６－８６
ｌｌ注７所収
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図１４１９２０年代の上海港（注１１参照）
の拠点となったところでゲートウェイ上海港の中のケートウェイであった。外灘の先の江IlIも
深く，ここは外国軍艦の浮筒による停泊地であった。外灘の江岸近くは浅くなっており大型汽
船の‘停泊には向かないことがわかる。また外灘の対岸の浦東の陸家職付近は水深が浅く，提藍
橘束の楊樹浦も同様で砺頭よりも［場地帯となっている。
以上の停泊関係の地域分化をまとめるとMl5のようになる'2．水深が浅く大型汽船が停泊で
きないところは工業地域として工場関係施設が集まった。その他は桟橋倉庫などからなる砺
頭地域である。ただ．これも水深や:iIlf後の都ilj機能により外洋汽船，沿海・長江汽船港内連
絡船，民船地区に分かれる。黄浦江Iliの浮筒もそれに対応して分化した。これらは図14に記さ
れているように港湾管理上section（1Ｋ）に分かれているが．大別するとMl5のように分別で
腿i､中嗣建築史』中国建築出版社（1982)．注３茅１１'1科主編文献より作成
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４．１十六舗
楕円形的な城壁があった上海県城の東から東南部にかけて伝統的な港町として発達した十六
舗である。上海県城の東門から黄浦江にかけての付近が，明清代，あるいはそれ以前からの開
港前から上海の港の中心であった。黄浦江を往来していたのは図１６にある沙船である。十六舗
の黄浦江岸には沙船が蛸集していた。十六舗は，これら沙船によって運ばれてきた中国の南北
の商品，農産物や上海から移出される商品，農産物の取引を行う商店，問屋，舟問屋，旅館な
ど集まっていた。また会館や公所など多くの同郷，同業団体の拠点が形成されていた。
ａ誠”港内連絡汽船
．…~~~~~~）民船ｋ､燈_－－．_．
”77777)工業地域
図１５停泊区の地域分化（数字は４章の各節地域に対応）（注１２参照）
Q6z王市フジ 戸一一一、沿海･長江汽船一 一一
きる。
ここではこの地域ごとに，「みなと」についての港湾施設，特に係留施設，荷捌き施設がワ
ンセットになっている砺頭を中心にして，砺頭から内陸に延びる街路，街区など「まち」に相
当する各施設にもふれながら現在，行われている再開発との関係を近代時期の地図，黄浦江両
岸再開発が開始された2000年と現在の2017年の衛星写真などを比較しながら，その変化につい
てみたい。
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'3藤理勇『上海老城順史戒１立信会計出版社（1997)．蘇御良i昌緬ｉ､上海城区史』上．上海肌紀州版股扮
有限公司（2011)‘ppl65-247・各地区の施設については木ノ内誠『上海歴史ガイドマツプｊ蛎補改訂
版大修館:11ド店（2011）を参照した。
図１６１９００年頃の十六舗の沙船
浬露雪一
図17をみると竹行街，豆''1街‘花衣街など取り扱う物盗ごとに扱う業者の専門街が形成され
ていた。豆市とは沙船が東北をはじめとする北方から逆んでくる大豆の取引．花衣は綿織物な
どの取引が行われた。また北から潮州会館と会館街，泉涼会館と会館街．商船会館と商船会館
街などは黄浦江と会館を結ぶ街路に会館名がつけられている商船会館は．上海における''１国
船の主体であった沙船即ち上海，崇明南辿に繕を慨<沙船業の同業同郷会館であった。北
方からは大豆．食油，豆餅など．上海からは漕米を北方に逆ぴ莫大な利益を生み出した。逆光
年間には約7.000隻の沙船が上海におり、大規模な沙船業背には１００隻の沙船所有者もおり．沙
船業は上海で蚊大の樹をｲiしていた。上海県城の城雌の修理などは沙船業者が行った。開港後．
上海港の内外の取り111tがj牌加するにつれ沙船業も繁栄したが，国内海運も次第に汽船が'''心と
なり，1870年代以降，輪船招商局が江蘇の洲連を独,Iiするようになってから沙船業は変落し
た'3．
十六舗の砺頭も沙船から次第に汽船に対応できる砺頭に変わっていく。図17をみると，黄浦
江から県城方向へ東西に形成された道には○○砺頚という橘称が多くつけられている砺頭に
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図１７十六舗（1932）□は砺頭，同業街
付随する街が形成されたのは開港前からであるが,開港後,上海全体の港湾機能が近代化した。
礁頭がそれまでの沙船が停泊するものから汽船が停泊できるものに大型化し，物流通が拡大す
るにつれ砺頭の背後には堆桟などの広い敷地を必要とする倉庫群が形成されていった。それに
伴い砺頭に直接接するところでは倉庫地区に，その県城方面の背後には伝統的な商店，問屋や
同郷会館，同業会館などが集中する地区に分化したのが大きな変化であった。図１７でもわかる
ようには砺頭・倉庫地区には○○砺頭，その背後には○○街という地名に分化した。
中国の伝統的な港湾施設として不可欠なのは，航海神の礁祖廟，天妃宮である。上海では十
六舗の北部に南宋の成淳７年（1271）に福建海商が俗称を丹鳳楼という順済廟を創建し蛎祖を
祭った。明代に倭冠に備えて城壁が造られたとき城壁北東角の万軍台に丹鳳楼が再建された。
実質的に物見台であり上海に来る船からは上海港のランドマークでもあり伝統的な灯台も兼ね
ていた。成豊３年（1853）の小刀会，その後の太平天国の乱で丹凧楼は破壊され，その後は上
述の商船会館で鳩祖神は祭られた。1884年に蘇州河河南路に本格的な天妃宮が建てられた。
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一
図１８十六舗（1932）
ここで現在，十六舗地区の再開発の状況をみよう。図18は1932年の十六舗の南側であるが，
図19の2000年の写真と比較すると，2000年の頃は一部の道路が拡幅されているが，その他の道
路，街区はほぼそのまま1932年の頃と同じである。黄浦江岸の桟橋，倉庫なども多数みられ，
近代の砺頭が基本的には引き継がれていることがわかる。しかし図20の2017年の十六舗地区の
写真をみると，多くの桟橋，倉庫が姿を消し，地区全体として黄浦江に臨む高層マンション群
地区として大規模な再開発が行われ，明清代から続いてきた道路，街区ごと消滅しようとして
おり．砺頭を中心に古くから生き抜いてきた港町としての景観,役割はなくなろうとしている。
現在，消滅しつつある砺頭ののなかから複数の倉庫が「老礁頭」という名称でリノベーショ
ンされカフェ，レストランが集まる新たなレトロ観光スポットして活用されている。施設単体
としては，1715年に建てられた商船（船舶）会館が上海市文物保護単位となっている。いずれ
も単体，分散的な保存，修築で，各港湾施設を含んだ礁頭全体，及びそこから続く伝統的な港
町らしい街路を残すことは行われていない。
４．２高昌廟
尚昌廟地区は十六舗の南西に隣接する農村地帯であったが，1867年に江南機器製造局が虹ｎ
から移転して以後，造船や機械工業関係の工場が増えた。またフランス租界に水を供給するフ
ランス資本の水道施設などがあった。「臨水工業」地区の一つである。図21の2000年の写真で
は，これらの施設はなお存在していた。大きく変化したのはここが2010年の上海万博の会場の
一部となったことによる再開発である。
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図22をみてもわかるように，万博施設が船舶記念館や商業，ビジネス施設として残された。
港湾施設関係では．江南製造局の２号ドック（図１３）が上海市優秀歴史建築に指定され残され
た以外は．造船関係の工場施設，倉庫などはなくなった。福建出身の果物商の同業会館として
1916年に建てられた三山会館が上海市優秀歴史建築となったが．地区全体が臨水居,住区として
再開発され．工業．港湾地区の面影はあまり残されていない。
図192000年５月20の十六舗（＠GoogleEarth）
鴨
；
図２０２０１７年３月９日の十六舗（、GoogleEarth）
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４．３外灘（共同租界）
フランス租界から蘇州河以南の共同租界にかけての蔽浦江岸はバンドと呼ばれた。バンドの
背後には銀行，貿易商社，ホテルなど当時の西洋建築の商肺iビルが立ち並び，近代の上海の雌
繁華地区であり，近代上海港の象徴的蛾棚であった。当初はイギリス租界でイギリス盗本の商
会，銀行，ホテルの進出から市街化が始まった。黄浦江岸に桟橋が設けられ内陸に向かって道
路が伸びた。共同租界となってからさらに各|:'1の涜本が集I|:'し市街化が進展した。
また外灘などの租界が而する黄浦江は外国船の泊地となり「水上租界」とも呼称され中陸|船
の停泊は原則禁止された。外灘の黄浦江岸には「水上租界」に停泊した外同船との物盗や人の
積替え，乗り換えを行う鮫船が発着する桟橋の建設が行われた。道路とともに礁頭の建設は租
界が組織した「道路礁頭委貝会」によって行われた。1845年の「上海土地章程」には敷設した
道路の黄浦江側の末端には必ず道路の幅と同じ幅の砺頭を造ることが定められていた。租界で
は道路と礁頭の建設はワンセットで企ｍされた。外灘では1846年に一つは商船貨物の鮫船用，
もう一つは海関の貨物検査用の砺頭が二つ建設されて以降，1849年までには，恰和，宝順和
記などの10の駁船砺頭が外灘沿江に設世された'4･その多くは洋行の前．脇を走る道路に接続
する形で造られ、その洋行が扱う貨物の稚み下ろしが行われた。ただ外灘の駁船礁頭は小型が
多く．その幅は接続する道路幅とはより狭いものもあった。
図23は1857年頃の外灘の風最画であり，外灘の雌も早期の風餓を伝えている。黄浦江｢|'には
欧米の大型の帆船や汽帆船や中国の沙船駁船サンパンなどが見える。外灘には欧米の商館
塵些少一
＝
111..1.ｈｌＰｎｌｍ【ｌＥｉｒｍＩＨ昂７ C《〕111,【どｗ〔:Ilr恥titP･RbII11Kl陣．，
図２３外灘（油絵）（1857）
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図２４浦東から見た外灘（1898）
や建て替えられる前の江海関が並んでいる。菰iilli江沿いには江而に向かって斜めに桟橋が1,.り
ている。
似124は1898年の外灘の風環である。手前の浦火はまだ]'i'1:地が多く工場用地として利用され始
めたり写其の左側（南側）に礁頭が造られ始めた頃である。写真の左側に水上巡捕船が兄える。
1893年に時計塔をモニュメントとして建て群えられた江海関をはじめ，洋館が建ち並ぶ外灘の
江岸には大型の船が２隻停泊している。上海の貿易並の増加や大型汽船の増加に伴い外灘での
倉庫などを伴った大型砺頭の建設需要が増えた。しかし一方で租界に住む欧米人からは．外灘
沿江を散歩道や公園設置をすることによりレジャー空間とする要求が高まってきた。特に外灘
沿江に増えた銀行などの金融盗本は大型砺頭を必要とせず．倉庫などのバックヤードを必要と
する大型砺頭は提藍橋や浦東に建設されるようになった。写真にみられる大型の船舶は水上倉
庫として使用された蔓船（hulk）であり，外灘が金融盗本を中心としたビジネス地区に変化す
るにつれ，それまであった倉庫の代わりをしており，ジャーデン・マセソン商会などが扱うア
ヘン倉庫の例が多かった。
M25はそのようなアヘン豊船であり，陵に促聴補方面に大型倉庫が設蔽され始めるとそちら
に収蔵され，このような避船は湊を消した。手前には浮桟橋があり駁船やサンパンが停油して
いる。これらの小型船は黄浦江中に停泊した大型船と外雛外灘と他の租界地区との物盗や人
の移動に不可欠であった。浮桟橋には外雛岸から斜めに渡り橋が架けられ潮の干満に応じて上
陸I際文化学部論典第18巻第３号（2017年l2jj）
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図２５アヘン迩船（1860）
下した。写真の時期には共同租界の外灘は海外との物流人流の拠点ではない。ただ'1.1小の砺
頭は多く存在し外灘と他の租界地区との水運，鮫船による積替えや浦束への渡船のための役割
は継続された。
図26は1860年代のイギリス租界のうちの外灘に面した地区である。茂浦江沿いおよび沿江か
ら内陸に延びた道路沿いに洋行などの建物が建ち並び，その背後に倉庫が建てられている。江
岸には比較的広い幅を持った桟橋とは小規模な桟橋がつくられている。これらの倉庫群はバン
ドが金融資本を中心としたビジネス街区に変化するなかで次第に婆を消した。
また干潮時には接岸できない部分の先に砺頭を造るためと，公共空間の設縦の要求に応ずる
ため，江岸を埋立てて砺頭への接続道路以外は芝生が植えられた。特に外灘沿江の北側に黄浦
江の河原を埋め立ててPublicGardenが開園した。外国人のみに開放されていたが1928年に
中国人も入れるようになった。
1932年の外灘の共同租界側の図27をみると，埋立部分が草地としてあるが，これがエプロン
化したことは前述のとおりである。江岸には西側に延びる道路と対応することを基本として，
ジャーディン・マセソン商会（恰和洋行）の砺頭をはじめ，各礁頭が並んでいる。これらの砺
頭は港内連絡用の小規模なものであったことも前述のとおりである。ここで黄浦江両岸再開発
が開始された2000年の外灘の|｢|共同租界地区の衛星写真（図28）と1932年のIXl27をみると．謎
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図２６イギリス租界地図と倉庫（●印）（1864年から６６年にかけて測量、出版された地図で
倉庫としてセピア色に表示されたものを●印に筆者が加工した）
浦江岸には遊歩道が既に設けられ、砺頭はなくなっている。外灘の近代に建立された商会，海
関，ホテルなどの西洋建築は早い段階から優秀建築として保存してされ，地区全体が上海随一
の観光地区として活用された。道路．街区も図27の1932年の頃とほぼ'11じである。2017年の写
典（図29）を似128と比較すると，外灘の歴史鼓観保存地|ﾇの背後で尚Ⅲ‘1ビルが1J立っている他
は，2000年と大きな変化はない。「偽りのフロント」とも呼ばれた外灘正面は，ビル群の高屑
化とともに近代上海港の象徴とされているが．港湾の機能からでいえば，共llil租界側の外灘は
ｋ海港の|瓶I内外の交迦,貿易の中心であったわけではなく「みなとまち」の両洋近代的「まち」
の象徴の場所であった。これらの建物の多くは上海Ilj優秀建築に脂定されている。和界|ﾉ､l交通，
物流川の砿頭が並んでいた江岸の遊歩道はｋ海を代表する剛光スポットとなっている。
４．４外灘（フランス租界）
M30のように，フランス租界側の外灘は共同租界側と異なり大型Ｉ|'型の汽船が接岸する比
較的大きな砺頭が存在した。その背後には大型の倉庫も存在し，物流の機能も維持した。図中
にみられる塔はギュラッフ気象信号塔で．工部局が1884年に設悩し19()7年に改築したもので，
茜浦江．長江河１１を航行する船舶にとっては不可欠の気象情報を1960年まで提供した。その気
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図２７外灘砺頭（1932）
象情報は1872年にフランス租界にイエズス会が設立した徐家唾天文台から提供された。この信
号塔は現在，外灘地区に現存する数少ない港湾施設である。その背後は太古洋行が1864年建造
した太古砺頭である。長江，沿海航路の汽船が発着した。道路を隔てたところに旗を掲げた太
古洋行の建物が見え，現在，上海市優秀歴史建築として保存されている。
太古砺頭の南側には，1862年アメリカの旗昌輪船公司が建造し中国の招商局が買収した300
フィートの長さを持つ金利源砺頭があり，長江，沿海航路の汽船が発着した。図31は金利源砺
頭の倉庫である。
図32'5は1947年の外灘沿江の南側の旧フランス租界地区である。この付近には沿江の銀行，
保険会社の背後に小規模な倉庫が存在しているが，図32の北側の旧イギリス租界では外灘沿江
の銀行，保険会社の背後にも金融資本関係の建物が建ち並び，この付近が上海の金融センター
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図２９２０１７年２月１０の外灘の旧共同租界（、GoogleEarth）
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であったことを物語る。これに対してフランス租界の外灘沿江には金利源砺頭が造られ，太古
洋行が経営する大型の太古砺頭が造られ武漢，天津，青烏行きの貨客船の停泊地となるなど規
模の大きい礁頭があり物流，交通の拠点が存在していたこともあり，倉庫なども多数存在して
いた。図33の1932年の図でもわかるように近代を通して大型の貨客船の砺頭が機能していた。
図34は2000年の外灘の旧フランス租界地区であるが，黄浦江岸には図33にみえる金利源砺頭
をはじめとする砺頭が存在し，倉庫群も多数みられる。新中国後もこの地区は長く砺頭が機能
し多くの倉庫が存在していた。
2017年の図35をみると，大型の桟橋や倉庫の多くが消えている。この地区を代表する招商局
金利源礁頭が呉溢港の客運中心に移動する形で壊されたのは2003年であり，現在は黄浦江観光
遊覧船の発着礁頭として生まれ変わった。旧砺頭の背後は，高層マンションをはじめとした再
開発が進展し，近代の道路，街区，倉庫，建物は姿を消しつつある。
総じて外灘地区は，優秀建築に指定された商会，海関，ホテル，銀行などの建物を除くと，
港湾施設は気象信号塔以外は残されていない。
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図３２１日フランス租界（1947）
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図３３フランス租界砺頭（1932）
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蘇州河以北の黄浦江沿いにも租界の拡大に伴い砺頭が建設されたこの地悩は租界の拡大時期
により西側の提藍橋と楊樹浦に大別される。1863年にアメリカ租界が設定されたのが提藍橋で
あり，1899年に共同租界として東側に拡張したのが楊樹浦である。
1860年代になり船舶の大型化が'11:界的に進展した。上海を訪れる船も大型船や斑易量が増え
たが，市街化が進腿した外灘地|><では倉庫や大型船用のドックなどの港湾施設を設ける空き地
はほぼなくなっていた。また茂浦江沿いには南北に走る道路が設けられ，大型の砺頭を造る余
地は殆どなかった。さらに地価の樹騰もあり，洋商が外灘の代わりにⅡを付けたのが蘇州河を
はさんで外灘に隣接する提藍橋地陛であった。ここは外灘に較べて水深が深く水流も緩やかで
空き地も多く地価も安かったため，大型の砺頭，倉庫，ドック，造船所を設けるには最も適し
ていた。ただし図８でみたように蘇州河河｢－１付近は蘇州河の沖稜作川により水深が浅くなって
いたので長い桟橋が必要であった。後にこの部分は埋め立てられ江岸を水深の深いところに近
づけた。
1845年にイギリス商，恰和洋行が提礎橋の虹口砺頭．やはりイギリス糊，麦辺洋行がI進山礁
頭を岐初に設撹した。ただし鮫船鵬顛であったため．船の大型化や貨物の琳加に対応できなく
図３５２０１７年３月３日の外灘の旧フランス租界（、GoogleEa｢th）
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なり，1861年にイギリス商，宝順洋行により宝順砺頭，アメリカ商，旗昌洋行により旗昌砺頭
が汽船対応の礁頭として建造された。以降，1870年代には提藍橋には続々と汽船砺頭が建造さ
れ十数カ所に及んだ。砺頭建造は洋商が独占していたが，1877年招商局は旗昌礁頭を買収して
招商局中桟砺頭として中国資本による礁頭を運営しフランス郵船や長江内河航路の拠点とし
た。この時期から上海における大型汽船による国内外の貨物，旅客移動の拠点はこの地区に
なった。また古い鮫船砺頭も汽船砺頭に改造された。最も早く建造された睡山砺頭は1903年に
日本郵船に売却され，長さ850フィート，水深23フィートの鉄筋コンクリートの大型砺頭に改
造され，長崎一上海航路の砺頭になった'6．各砺頭の業務の種類は様々であったが，海外の輸
出入と国内の移出入の中継業務が中心であったこと，近代的砺頭の数，規模において中国最大
であったことは，上海内河港が中国と海外を結ぶ中国最大の結節点，ゲートウェイであったこ
との表れである。中でも提藍橋地区がその中心であった。
砺頭相互の競争が次第にはげしくなるにつれ，各砺頭は施設の新設，改造に意を注ぐように
なった。倉庫や荷置き場の拡大に止まらす，物資の搬入・搬出で渋滞が生じないように周囲の
道路の拡幅や新設，夜間も取り扱い業務に支障がきたさないような照明施設，航海用飲料水を
提供する水道設備などの充実も不可欠であった。
来航船の増加は，船の修理や造船の需要を促した。上海では元来，沙船のような木造船の修
理，造船が行われてきたが，開港当初も最初は帆船の木造修理や造船が中心であった。提藍橋
地区での外国船を対象としたものとしては，アメリカ商が1851年に新船漢（NewDock）を建
造したのが最初であった。修理を中心としたものであったが，1862年，イギリス商が新船漠を
買収して耶松船廠，俗称で老船洩（OldDock）が建造されて以降は，鉄工船の修理，造船が
中心となり，耶次第に大型の汽船の建造が増加した。このような造船所やドックの周囲には，
多くの鉄工，木工関係の工場も増えた。修理，造船も砺頭同様，洋商が主体であったが，中国
側も江南製造局の設立による造船をはじめとする近代工業の基盤が築かれたのも提藍橋であっ
た。江南製造局は地価高騰の影響もあり，南市高昌廟に移転する。
前述の図８は1860年代の提藍橋から楊樹浦にかけての地区である。同時期の外灘に比較して
郊外的色彩が強い。前述の提藍橋砺頭や老船漢（OldDock）などいくつかの砺頭やドックが
見えている。長さ，幅の狭い礁頭もいくつかみられるがこれは駁船礁頭であり汽船対応の大型
砺頭が増加し始める頃である。各礁頭は黄浦江中に引かれている低水位（引き潮）のラインま
で桟橋を伸ばしている。各砺頭やドックの背後は倉庫が主体で，洋館は提藍橋の西側にしかま
だない。後にロシア，ドイツ，アメリカ，日本の領事館の領事館が建ち並ぶ地区はまだ埋め立
てられていない。全体的に空き地も多く，その後の砺頭各施設の増設や工場の増加に十分対応
できる用地が残されていた。提藍橋の東の楊樹浦はこの後，工場が増加し工業地区となる素地
１６提藍橋地区の港湾史については前掲注３「上海港史：古，近代部分｣．前掲注９「上海城区史」下に概
括されている。
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が既に存在している。当初はアメリカ租界であったこの地区は．共同租界となり各国の大使館
領事館が黄浦江に面して建てられ，外国航路の大型船舶．後に大型汽船用の大型砺頭が建設さ
れた。これらの砺頭には各商会の大型倉庫が建造され，大型の貨物船，貨客船が停泊し多くの
物資，港湾労働者，乗客で賑わった。
黄浦江に停泊する船舶の荷下ろし．積み込みや大型砺頭には多くの中国人苦力が働いてい
た。彼らが使用するサンパンや水汲みのための小桟橋も大型砺頭の間に作られていた。これら
の小桟橋は砺頭の背後の中国人住民の船舶用としても不可欠であった。小桟橋，及びそれらに
つながる道路の整備を含め，礁頭の建設には工部局の承認，折衝が必要とされた'7．大型礁頭
ばかりだけでなく，これらの小桟橋も上海港が機能する上で重要な役割を果たしていた。前述
の図９をみると，1889年頃には黄浦江に面して形成された大型砺頭の背後に市街地が形成さ
れ，砺頭の発展とともに礁頭に関連した業種施設，労働者住居が集まりだした。
図36は1947年頃の，1874年に建造された招商局中桟砺頭，1870年に建造された公和祥礁頭の
付近である。招商局中桟砺頭は，日中戦争中，日本軍用の礁頭となり，支那方面艦隊の旗艦で
あった装甲巡洋艦の出雲が停泊していたため出雲桟橋と呼ばれていた。公和祥砺頭はジャー
デイン・マセソン商会のアヘン倉庫があり常時数千トンのアヘンを保管しており，以後増築を
f炉
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図３６招商局・公和祥砺頭
'７陳雲蓮，大場修「近代上海港における日本郵船会社による港湾施設建設過程」日本建築学会計画系論文
集74-643（2009）
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重ね，1930年代には桟橋の全長5600フィートの上海港堆大級の砺頭になった。戦争I+'は'二１本卵
の弾薬倉庫となった。図をみてもわかるように多くの倉庫関係施設が点在した広い敷地により
構成された大型砿頭群が黄浦江に沿って並んでいた。その背後も倉庫，堆桟，金臓，澗炭，木
材関係商が集積していた。1920年代の図37も合わせてみてもわかるように，これらの提藍橋の
大型礁頭群は黄浦江に世接面しており道路は礁頭の背後に形成されている。既にみてきた外
灘十六舗の砺頭は桟橋とエプロン，倉庫が道路により分断され効率の良い港湾作業に支障を
きたすことが多かった。それに比較すると提藍橋の大型砺頭群は貨物の職み下ろし，倉庫の搬
出入，客の上下船がスムーズに行えたところに上海港の中心であった理由がある。
ここで1920年代の図37と2000年の図38を比較すると，近代の砺頭群は2000年頃もその形態を
ほぼ残していたことがわかる｡また2000年と2017年の提藤橋の衛星写其の比較をみると，２０００
年の写真にみえている虹口側の近代の浮桟橋，その束の固定桟橋は2017年にも残っている。図
にみえる大型船が停泊している桟橋は，かつての招商局巾桟砺頭で，改革開放後は外国客船が
停泊するところとなり．現在は上海港国際客運中心として神戸・大阪とを結ぶ新鑑典号など外
国客船の停泊する桟橋として近代と変わらぬ機能をしている。その東側は黄浦江遊覧船やレ
ジヤーボートの停泊する桟橋や浦東への渡船桟橋となっている。外灘に比較すると．まだ港湾
機能を維持しているが,桟橋の背後は演江緑地となりその背後にビジネス，住居用の高届ビル，
高層マンションが林立し,2000年以降に再開発が進展している。桟橋以外の近代港湾施設では，
耶松船廠，即ち老船渓（OldDock）が現在，海外への貿易を業務とする上海遠洋運輸公司と
して存続し，その東楼が上海市優秀建築として残っている。虹口側は日本総領事館，ロシア総
領事館が残り，ホテルに建て替えられた以外は日本郵船などの建物も港湾関係機関，海軍施設
として利用され，近代の面影が残っている。
提藍橋地区は2000年以降の黄浦江再開発まで，港湾地区として機能していたため，現在でも
桟橋が残り港湾機能を維持しているが．砺頭の各施設は再開発により消滅した。
図３７堤藍橋の砺頭（図１４の一部拡大）
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図382000年５月20の提藍橋（、GoogleEarth）
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４．６浦東
浦東は水深により陸家職を中心とした工場地区とその他の砺頭，倉庫地区とに分けられる。
南から来た黄浦江が東へ蛇行する場所の陸家端付近は土砂が堆積し浅くなっているため，大型
の礁頭は敷設されず．':場，イi炭，石油貯蔵施設地区となった。その両側の地区は水深が深〈
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なっており，黄浦江の対岸の港湾機能を補う形で，大型の砺頭が敷設された。ここに港湾施設
が建造され始めるのは浦西の外灘，提藍橋地区とほぼ同時期である。1860年から64年に上海港
に建造された９つのドック，造船所のうち，５つが提藍橋以上に広大な用地が確保できた浦東
に建造された。以後，上海港の貿易の進展に伴い，汽船の需要増，大型化に応えるためのドッ
ク，造船所の拡張，贈設が陸家噛付近を除いた浦東で行われた。また広大な用地の確保のしや
すさは，一般の工場，石油．石炭貯蔵施設などの立地を促し，その原材料や製品の搬入・搬出
のための大型の専用砺頭の建設につながった。浦東の港湾施設，工場の増加，拡大は浦東の市
街化を促進するとともに浦西の外灘，提藍橋からの労働者．商人，船員の往復のための渡船が
増加した。黄浦江両岸には渡船砺頭も急増した。
この浦東の再開発は，黄浦江両岸再開発に先んずる形で1990年に国家プロジェクトして開始
された。外国盗本に右利な投盗条件のもとに香港，台湾，華僑資本などが多額の投資を行い，
地価の大幅な尚騰をきたした。
図40は2000年の浦東の陸家噛の南であるが，図41の1932年の地図と比較しても近代時期の大
型礁頭，工場などが存続していた。M42の2017年をみると黄浦江沿いは演江大道という遊歩道
が繋術され，カフェやレストランが点在している。その背後に演江大道に面する形で高隅マン
卿認固l:唖 ■■0召 ･ｒｌ４ＩⅡ ＩｍＫヘ
図402000年５月２０日の浦東（＠GoogleEarth）
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ションが林立している。桟橋は渡船や観光遊覧船，レジャーボート用に一部が残されているが，
浦東の大部分の砺頭は消滅している。街路も近代の街路が黄浦江に向かっていたものが，黄浦
江沿いに並行に新たにつくられたものが多くなっている。これも．桟橋，エプロン，倉庫など
内陸に向かって伸びていた砺頭がなくなったことと関係している。
陸家噛の南の外資マンションの代表例として湯臣一品がある。上海籍の台湾実業家が香港で
上場した不動産開発業者による当時中国一価格の高い超高級マンションで2006年時．979㎡の
大型プロットが１億3000万元（約20億円）で売れた'8．このような高級マンションが林立する
演江大道地区は庶民の住めるところではなく，かつて砺頭に向かって内陸から延びていた街路
も演江大道によって遮断され，砺頭により発展した街区と黄浦江は遮断された形となってい
る。これは黄浦江両岸再開発で等しくみられる景観である。
４．７蘇州河
最後に補足的ながら蘇州河地区をみたい。蘇州河は古くから上海と近辺の青浦，松江，蘇州
とを結ぶ内河航路として重要な役割を果たしてきた。図43を見ると開港後アメリカ租界があっ
た頃の蘇州河北岸には沙船のドックがみられ，十六舗とともに中国船の拠点であった。上海が
発展をするにしたがい江南デルタ各地と上海を結ぶ交通路は，鉄道や道路の整備がまだ不十分
な時期においては．黄浦江のほかに蘇州河のような幹線水系の内河航路が中心であった。その
ため1915年当時．上海港にあった汽船客連砺頭は30あったが，２２が黄浦江，８が蘇州河にあっ
た。招商局内河砺頭をはじめ中国資本の客運会社が中心であったが，日清汽船のような日本資
本の会社も内河航運に携わりその砺頭があった。1884年に十六舗から天妃宮が蘇州河に面する
形で移設されここは工部局により無税の地とされ，租界当局の管轄外とされた。上海が対外的
な国際港として発展するにつれ外交関係者が上海港から外遊する機会が増えため派遣された大
臣の公署出使行韓が廟の西に建てられた。1915年に上海総商会が天妃宮敷地内に設立された。
十六舗に代わって蘇州河が中国側の内河港の中心になったかのようにもみえる。
さらに上海近代工業の発展に伴い蘇州河両岸にも綿紡績工場，緬粉工場，木材加工工場など
多くの工場が林立した。各工場では原料・製品の搬入，搬出用に専用の礁頭を持っていた。た
だこれらの砺頭は小規模な木製の階段式礁頭であった。
5．近代の港湾施設空間
上海港は伝統的に，近代的にも黄浦江の内河港を中心に発展した。民船から汽船へと移行す
るなかで上海港の港湾施設空間はまず長江河口の航道確保から始まった。さらに黄浦江河口の
ｌ８岩間一弘・金野純・朱眠・高綱博文編著「上海一都市生活の現代史」風響社（2012）ｐ274
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図４２２０１７年３月３日の浦東（、GoogIeEarth）
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図４３蘇州河の砺頭
俊渓も必須の課題となった。汽船の大型化に対応した航道確保のための灯台，灯船などの施設
の空間は広大，長大となった。船舶の停泊場所も次第に水深が基準となり．大型船が停泊でき
る砺頭．倉庫地区と中型船以下が停泊できる工場地区が形成された。砺頭．倉庫地区も外岡航
路船主体の提藤橋，沿岸・長江航路主体のフランス租界，浦東，港内連絡船主体の外灘の共同
租界，民船主体の|･六舗蘇州河に地域分化した。それぞれの地域は浮桟橋から後背地に延び
る道路を基本に港湾と一体化した街区が形成された。ＩＩＩｌ:K|，堆巾のケー トウェイとして外Ｉ:'：I航
路，沿岸・長江航路州:１１:の積替えを基本とするようになった上海港は，大規模な砺頭，倉庫施
設を必要とした。さらにそれらを補完する港湾関連業秘，施設が集中した上海内河港の港湾施
設空間は．広さ，長さ，施設の数，規模の点で近代において束アジア最大級の港湾であった。
この港湾施設空間の基本.購造は．その後も近代．現代を通して引き継がれ、2000年代の再開発
で大きく変化する。
おわりに
中華人民共和''1成立以後，黄浦江沿いの外僻l盗本の各＃ii港湾施設は中同側に接収され．「''１
国の港」となった。内陸の.［業化重視の政策のため，上海港はあまり発展せず内河港の倉庫地
区．工場地区など近代の形態，鼓観，機能などは基本的に引き継がれた。しかし改球開放後，
再び貿易港としての役割を取り戻す中で，次第に長江に面した黄浦江河口港が11'心となり始
め．内河港から機能が移り始めた。1990年代になり外灘地区は「歴史風貌保護条例」により「市
級建築保護単位」の認定が開始された。外灘地区は港湾,機能を失い黄浦江沿いをプロムナード
化することにより観光機能が中心となった。またlIil時期より，浦束再開発が開始されたが，対
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象となった浦東は陸家噛付近の工場地区であった。外灘は近代の時期に当初の物流，倉庫から
金融ビジネス，観光に機能が移り始めていた。再開発の対象となった外灘，陸家職付近の浦東
ともに近代の時点において物流，交通，倉庫地区ではなく，外灘は景観保存地区とするのに対
して，浦東は工場施設を壊して金融，ビジネス地区として改変する方向が明示された。
この動きを加速化したのが2002年，上海市が公布した，「黄浦江両岸総合開発計画」であり．
黄浦江両岸地区の主な機能を，交通運輸･倉庫砺頭･工場企業主体から，金融貿易・文化観光・
エコ型居住といった現代的サービス・生活機能に転換しようとするものである。外灘，陸家噛
付近の浦東以外の地区も含む内河港全域に及ぶものであった。このなかで歴史的景観保存の対
象になったものは，「みなとまち」の港湾施設でいえば「まち」に相当する施設が優先され「み
なと」に相当する施設の保存は一部を除いて不十分であった。特に「みなと」関連施設は，鴫
頭，桟橋，ドック，荷揚げ施設，倉庫などが一体となった空間に存在しているものであるが，
空間単位としてその地区が保存されることは検討されていない。砺頭地区の殆どは黄浦江沿い
の緑地公園とその背後にそびえる高層高級マンション地区として再開発され，砺頭の後背地の
街区港湾関連業種が集まっていた地区から桟橋に向かっていた道路も切断され，再開発地区
と後背地区が切り離された。特に十六舗付近では後背地区の「まち」に属する伝統的，近代的
な港町らしい街路，街区も殆ど消滅しようとしている。
この原因として近代の内河港の港湾施設空間が，上海が面する黄浦江のほぼ全域にわたって
広がっており，全てが同一の空間という認識のもとで同様な再開発計画のもとで行われている
ことがあげられる。即ち，遊覧船，レジャーボート桟橋，黄浦江沿いの緑地，その後ろの高層
ビジネスビル，高層高級マンションという画一化された風景が出現しつつある。これまでみた
ように上海内河港の港湾施設空間は十六舗，共同租界の外灘，フランス租界の外灘，提藍橋，
浦東，工業地域でそれぞれ異なった地域性を有していたが，それを少しでも反映した水辺空間
の再生が望まれる。また出現しつつある水辺空間は基本的には観光客や富裕層向けのものでは
ないかという見方もできる。
一般的に機能が衰退した近代の港湾施設空間を保存．再生することは世界のどの港町でも困
難な課題となっている。ここで参考となるのが同じ内河港として発展した歴史があるロンドン
である。1979年にサッチャー政権により始まったドックランズ再開発を中心としたテムズ川沿
いの再生計画で重視されたのは，画一的な大規模開発ではなく地域に基づいた地区の特性を生
かした再開発であった。現在，わずかながら残された十六舗地区の「老砺頭」の倉庫群を生か
したリノベーション，提藍橋地区の後背地に残された中小の倉庫群などの生かし方などが今後
の方向性を示すものとなるとみられる。また提藍橋の東の楊樹浦や浦東の工場地区は港湾施
設，街区の再開発はこれからで，上海自体が急激な都市成長を急いでいる中で，港湾施設空間
がどのように再生されていくか今後も検討していきたい。
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